
これまで 

「あそんで、つくって、くふ

うして」（２年生活科） 

風やゴムで動くおもちゃを

作って遊ぶ。 

今回 

「風の強さ」、「ゴムの長さ」 

など条件を変えて車を走らせ 

る実験をし、結果を比較す 

る。 

これから 

「ふりこ」（５年） 

条件を制御しながら実験し、

結果からふりこには一定の

規則性があることに気づく。 

●中核的な概念 

「風の強さ」や「ゴムの伸び」など、一つの条件だけを変えて、 

車の走る距離や物の動きを比較する力。 

 

●単元を貫く問い 

ねらった場所にピタッと車を止められる「力の達人」になるために、 

風やゴムの力でどのように比べればいいのだろう。 

 

 

自由進度学習 単元デザインシート 

単元名【   風とゴムの力   】 学年【  ３  年】 

 

１ 単元の系統性 

   

 

 

 

 

 

 

２ 本単元で子どもたちに残したい考え方 

 

 

 

 

 

３ 単元を貫く問い 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学習ブース・ガイド 

ブース分類 ブース名 具体的なねらい・活動内容 

① 目標到達系 

〇 OGAWA研究所 

 

 

〇 OGAWA自動車工場 

 

 

・実験の仕方を知る。 

（予想・実験・結果・考察） 

・巻き尺のはかり方を練習する。 

（算数「長さ」との関連） 

・設計図を見ながら、帆掛け車やゴム車を 

作る。 



② インセンティブ系 

〇ピッタリパーキング 

 レインボーコース 

・それいけ！ウインドカー 

・のびるぞ！ゴムゴムカー 

 

・狙った場所に車を止めるために、ゴム 

の伸ばし方や、風の強さを調整して実験す

る。 

 

 

③ 非同期協働系 
〇ウィンウィンラボ 

〇のびのびラボ 

・お互いの結果を共有するために、グラフ

等でまとめる。 

・風の力やゴムの力を利用したものを調べ

て紹介する。 

 


